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研究成果の概要（和文）： 

インド洋海域と地中海海域における地域間交流の諸相を明らかにするとともに、本班班員が比

較の視点から東アジア海域史研究に対して意見を述べることによって、特定領域研究全体の中

での本班の役割を果たした。また、他班とともに組織した「東アジア海域史」研究会では、歴

史学の実験場としての「東アジア海域」という場を設定し、その過去を多角的、総合的に検討

することによって、新しい歴史解釈と叙述の可能性を提起した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research reveals various aspects of cross-cultural exchanges in the Indian Ocean and 

Mediterranean maritime worlds and plays an important role for the whole research project 

by providing to it concrete examples and useful comments related to the history of East 

Asian maritime world. We organized a voluntary study group on the history of East Asian 

maritime world with researchers from other research groups. Regarding the East Asian 

maritime world as ground of experiment, we have analyzed its past from various different 

viewpoints and have made synthesis. We then proposed the possibility of new 

interpretations and descriptions of the East Asian maritime world and its history. 
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１．研究開始当初の背景 

特定領域全体の題が、「東アジアの海域交
流」と銘打たれてはいたが、「東アジア」「海
域」「交流」という三つのキーワードについ
て、参加者間で完全な了解と合意があったわ
けではない。 

海域といえば、フランスの歴史学者ブロー
デルの『地中海』が常に挙げられる。当初は
この著作のスキームを東アジア海域に応用
し、特定領域研究全体として新たな世界シス
テム論を構築することが意図されていた。そ
の中で、本班の果たすべき役割は、「東アジ
ア海域」以外の海域の歴史を専門とする研究
者が、比較のための材料を提供し、新たな東
アジア海域史構想に資することとされてい
た。 

２．研究の目的 

研究分担者各自がインド洋海域世界と地
中海海域世界についての研究を進め、それぞ
れの特徴を明らかにする。 

特定領域研究に所属する他班と協力し、歴
史的な東アジア海域世界の特徴と意味を明
らかにする。 

 

３．研究の方法 

１）個人研究による海域の比較 

代表者、連携研究者は、それぞれが関心を
持つ海域の歴史と東アジア海域史を様々な
角度から比較し、研究書、論文として発表す
る。 

２）「東アジア海域史研究会」の設立と運
営 

本特定領域研究内他班の有志とともに「東
アジア海域史研究会」を組織し共同で研究会
を開くことによって、東アジア海域史の把握
と叙述の方法を討議する。本班の研究代表者
は、この研究会の世話人の一人として会の運
営と成果とりまとめに尽力する。この研究会
の成果は、全員執筆参加という新しいスタイ
ルを取って、和文、英文の書物としての刊行
を目指す。 

 

４．研究成果 
１）代表者、連携研究者が、それぞれの専

門分野で、本特定領域研究諸研究会で得た知
見を活かしながら、インド洋海域や地中海、
大西洋海域の歴史に関して活発に研究成果
を公表した。これら研究成果の多くは、書評
や引用によって高い評価を得ている。 

２）「東アジア海域史」研究会の成果とし
て、日本、朝鮮、中国という「国」を単位に
理解され、叙述されてきたユーラシア東方の
歴史を「海域」という概念を用いて見直し、
新しい歴史解釈を示す書物が、平成 22 年度
中に出版される。 

この本の特色は、以下の３点である。１．

「海域」「海域世界」という概念の精緻化を
図った。２．歴史を理解し叙述する際に、ほ
とんど無意識のうちに前提とされる時系列
史にこだわらず、時間的に異なった３つの時
期を取り上げて、それぞれの東アジア海域の
特徴を歴史社会学的な方法をも用いて叙述
しようとした。３．分野ごとの個人執筆とせ
ず、執筆者集団が綿密な打ち合わせと相互批
判を繰り返し行い、参加者からの情報を集積
して、共同で研究成果の総体を分かりやすく
示そうとした。本班の研究代表者は、この書
物の総論執筆と全体のまとめを担当してい
る。 
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